


2広報きそさき　2017.1.1

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
町
政
各
般
に
わ
た
り
温
か
い

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

伊
勢
神
宮
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
の
美
や
伝
統
文
化
が
世
界
に
発
信

さ
れ
、
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
が
被
爆
地
広
島
へ
慰
霊
に
訪
れ
た

こ
と
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
明
る
い
話
題
と

言
え
ば
、
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本

選
手
の
連
日
に
わ
た
る
大
活
躍
に
日
本
中
が
沸
き
か
え
り
、
私
達

に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
当
町
で
は
石
井
国
交
大
臣
が
最
新
鋭
の
建
設
機

器
を
駆
使
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
防
災
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組

み
津
波
避
難
施
設
の
整
備
促
進
を
図
る
と
共
に
、
防
災
拠
点
と
な

る
複
合
型
施
設
行
政
棟
が
完
成
し
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
新
庁
舎

で
業
務
を
開
始
し
、
二
十
七
日
の
完
成
式
に
続
い
て
見
学
会
に
は

多
数
の
皆
様
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
木
曽
岬
町
の
輝
か
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ
、

思
い
出
深
い
旧
庁
舎
は
全
議
員
と
職
員
一
同
が
見
守
る
中
、
町
旗

降
納
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
閉
庁
致
し
ま
し
た
。

　

更
に
今
年
は
十
一
月
に
津
波
避
難
施
設
を
兼
ね
る
教
育
文
化
棟

が
完
成
し
、
教
育
文
化
と
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
幅
広
く
ご
利

用
い
た
だ
け
る
様
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
水
防
セ
ン
タ
ー
や
津
波

避
難
タ
ワ
ー
二
箇
所
と
避
難
階
段
が
完
成
し
、
防
災
指
導
員
に
よ

る
防
災
訓
練
や
講
習
会
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
防
災
対

策
の
強
化
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生
事
業
等
を

柱
と
し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
元
気
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
町
政

の
推
進
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
致
し
て
い
ま
す
。

　

何
卒
、
町
民
の
皆
様
に
は
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
新
年
が
幸
せ
多
き
素
晴

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
九
年　

元
旦

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

木
曽
岬
町
長

加　

藤　
　
　

隆



3 広報きそさき　2017.1.1

　今回で6回目となる鈴木英敬知事と加藤町長との1対1対談が、新庁舎に業務を移転した翌日となる11月22日（火）に、
4階の防災多目的室を会場に開催されました。
　会議に先立ち、町長自らが案内し、県産の木材をふんだんに使用した吹き抜けの木曽岬ステーションや、建築物の
耐震・免震構造、また4階に集約された防災機能など新庁舎が有する機能を説明すると、知事は「防災機能が非常に
充実しており、町民の方々の知恵がつまった素晴らしい施設である」と感心されている様子でした。
　また、当日は11月22日（いい夫婦の日）にちなみ、新庁舎移転後最初となる婚姻
届を提出されたご夫婦が、知事や町長らに祝福される一幕もありました。その後、
会場に移り、知事が名付け親となった木曽岬のトマト「トマリッチ」の試食をされ
たのち、町が用意した質問に知事が回答する形で対談がスタートしました。
（以下に問答）

教育文化棟（図書館・町民ホール）の建築はじまる

知事に要望！『干拓地の事業推進や堤防の耐震補強工事』など

複合型施設建設通信 Vol.13

　昨年は、複合型施設第1期工事が無事完了し新庁舎での業務をスタートさせていただくことができました。今年は、
いよいよ旧庁舎を解体して、第2期工事で工事に着手する教育文化棟は、1階の図書館には、蔵書冊数3万冊を整備
目標として児童書、現代小説や健康に関する本等を充実させ、皆様に利用して頂きやすい生涯学習施設の充実を目指
します。2階町民ホールは、「観る」「聴く」「演じる」「創作する」ことで、豊かな心を育み、人と人との交流の場と
なるよう計画しています。施設の完成は11月頃を予定しています。
　皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、第2期工事も引き続きご理解ご協力をお願いします。
　昨年の11月27日（日）午前10時からの「複合型施設行政棟完成記念式典」には、三重県地域連携部長を初め三重県
議会議員、近隣市町の首長等関係者の方々を含む
全110名程度の方に出席いただきました。
　また、午前11時からは「内覧会」が開催され、
櫻華太鼓の皆様による演奏を聴きながら新庁舎内
を見学されました。当日は多くの皆様方にご覧い
ただくことができました。

【櫻華太鼓の演奏が響き渡る】 【加藤町長の挨拶】

～三重県知事と加藤町長との1対1対談～

対談項目①　木曽岬干拓地の事業推進について
【回答】　区割りを設定せず企業の要望に応える「オーダーメイド型」企業誘致
　　　を考えており、新たな業種の可能性も含め企業訪問を積極的に進めて行
　　　きたい。
対談項目②　鍋田川右岸堤防耐震補強工事について
【回答】　右岸堤の耐震補強工事については木曽川本線の左岸堤防の耐震対策と
　　　合わせて、一体的な効果を発現させることが必要。今年7月に策定され
　　　た河川整備計画に基づき、耐震詳細設計を完了の上、平成29年度に工
　　　事着手する方針である。
対談項目③　地域における農業農村振興施策について
【回答】　農政が目まぐるしく変わり見通しが立てにくい状況にある中、国、県
　　　は農家の方々が不安を抱かないような丁寧な説明をしていかなければな
　　　らない。
　　　　農地中間管理事業については県平均を大きく上回るなど、農地の集積
　　　に対して非常に力を入れてもらっている。県も人・農地プランを中心に
　　　担い手の皆さんが将来どういった農地利用をしていくかの計画づくりに
　　　ついてお手伝いしており、農地集積の拡大とともにみんなが将来を描く
　　　上でのサポートをして行きたい。（※対談の詳細は三重県HPに掲載される予定です。） 【婚姻届を出された有永夫妻】

【知事と町長との１対１対談】

【助命壇の視察】
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2階には待合椅子があります

防災対策として作られた助命壇助命壇の下には時間外窓口があります

4階には防災関連機器や会議室、
防災指令本部室があります

物見の塔から見える景色



5 広報きそさき　2017.1.1

2階・3階の窓口は見通しが良いです

右奥には2階へ上がれる大きな階段

正面入口左奥にエレベーター

正面入口入ると総合案内板と
本日の行事が貼ってあります

写真で見る！ 新庁舎内部！特集

新庁舎
完成記念
式典

（昨年11月27日）

木曽岬町役場の
新庁舎を
紹介するよ！

写真で見る！ 新庁舎内部！写真で見る！ 新庁舎内部！
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●民生委員・児童委員
住　　所

栄2番地5
富田子104番地
白鷺628番地173
源緑輪中810番地
加路戸817番地
富田子309番地8
雁ヶ地645番地
源緑輪中373番地
見入411番地
和泉101番地
田代15番地

電話番号
68－2493
68－1862
68－3417
68－8509
67－4362
68－3288
68－1661
68－8860
67－1811
68－8315
68－1471

氏　名
有村マサエ
　 功
長谷川勝利
水 谷 　 正
諸 戸 　 勤
細 江 恒 夫
伊 藤 倶 子
服部由美子
黒宮美紀子
加藤まさ子
太田みどり

新

新

新

●主任児童委員
住　　所

白鷺628番地99
源緑輪中128番地

電話番号
68－3638
68－8620

氏　名
阿 部 和 子
杉 野 　 保

きそさき
INFORMATION　

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児
童

委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

に
よ
り
昨
年
１２
月
１
日
付
け
で
、
次
の

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、

加
藤
町
長
か
ら
委
嘱
状
な
ど
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ま
は
、地
域
の
高
齢
者
・

障
が
い
者（
児
）・
児
童
な
ど
へ
の
保
護
・

援
助
の
情
報
提
供
な
ど
日
頃
か
ら
広
く

地
域
の
福
祉
増
進
に
献
身
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
住

民
の
最
も
身
近
な
相
談
者
・
支
援
者
と

し
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

及
び
主
任
児
童
委
員

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
る

木
曽
岬
農
業
セ
ン
タ
ー

日
本
農
業
賞
三
重
県
代

表
！

　
ま
た
、
こ
の
一
斉
改
選
に
よ
り
昨
年

１１
月
３０
日
を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ
ま
し

た
方
に
は
、
長
き
に
わ
た
る
地
域
福
祉

向
上
へ
の
多
大
な
貢
献
に
対
し
、
厚
生

労
働
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
加
藤
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
去
る
１２
月
８
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局

に
て
第
４６
回
日
本
農
業
賞
三
重
県
代
表

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
有
限
会
社
木
曽
岬

農
業
セ
ン
タ
ー
（
代
表
取
締
役　
古
村

精
康
氏
）
が
個
人
経
営
の
部
で
第
４６
回

日
本
農
業
賞
三
重
県
代
表
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
木
曽
岬
農
業
セ
ン
タ
ー
は
、
生
産
規

模
の
拡
大
や
機
械
導
入
な
ど
生
産
方
法

の
合
理
化
に
常
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
き
め
細
や
か
な
ほ
場
管
理
を
徹
底

さ
れ
、
中
山
間
地
域
や
稲
の
倒
伏
田
な

ど
条
件
の
悪
い
ほ
場
も
可
能
な
限
り
引

き
受
け
ら
れ
て
い
る
点
、
更
に
は
、
社

員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
も
配

慮
さ
れ
、
農
繁
期
以
外
は
週
休
２
日
制

を
実
施
す
る
な
ど
社
員
が
生
活
に
不
安

な
く
仕
事
に
専
念
で
き
る
体
制
を
築
い

て
い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ヘルシークッキング
のお知らせ

ヘルシークッキング
のお知らせ

生活習慣病を予防“トクする「減塩」”
高血圧・動脈硬化・脳卒中、
心筋梗塞の予防へ

●日　　時　2月10日㈮
　　　　　　午前10時～午後1時頃まで
●開催場所　保健センター
●対　　象　木曽岬町の一般成人の方
●定　　員　12名（6名以上で実施いた
　　　　　　します。）
●実施内容　ミニ講話と調理実習
●参  加  費　300円（材料費）
●持  ち  物　エプロン、三角巾、布巾2枚、
　　　　　　米0.5合
●申込方法　2月2日㈭までに役場　福祉
　　　　　　健康課（☎68－6104）管理
　　　　　　栄養士まで、お電話もしくは
　　　　　　窓口にてお申し込みくださ
　　　　　　い。
　　　　　　（定員になり次第締め切り
　　　　　　ます。）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は保

健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は保

健
師
で
す

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

　
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制

　
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

　
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付

　
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

　
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

　
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺

　
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、

　
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

　
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金

　
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

　
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

　
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

　
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

●「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年

　
者
納
付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

　
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額

　
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の

　
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法

　
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期

　
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

　
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業

　
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一

　
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学

　
す
る
方
で
す
。

★「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
（
平
成
２８
年

　
７
月
よ
り
拡
大
）
の
方
で
、
ご
本
人

　
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

　
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

　
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
　●

問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
３

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

〜
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ
〜

　
高
度
な
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る

比
較
的
大
規
模
な
防
火
対
象
物
（
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建

物
）
の
う
ち
、
建
物
全
体
の
収
容
人

数
が
３
０
０
人
以
上
の
防
火
管
理
者
、

ま
た
は
階
数
が
４
以
下
で
延
べ
面
積

５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
火
対

象
物
の
防
災
管
理
者
の
う
ち
、
講
習

終
了
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
５
年
以
内
に
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
と
　
　
き

　
２
月
３
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
消
防
本
部
２
階　
研
修
室

●
対
　
　
象

　
甲
種
防
火
管
理
新
規（
再
）講
習
ま

　
た
は
防
災
管
理
新
規
講
習
を
、
平

　
成
２４
年
３
月
３１
日
以
前
に
受
講
し

　
た
方

●
定
　
　
員　
８０
人
（
先
着
順
）

●
料
　
　
金　
無
料

　
た
だ
し
、
講
習
テ
キ
ス
ト
代
２
千

　
円
が
必
要
で
す
。

　
（
講
習
当
日
集
金
し
ま
す
。）

●
申
　
　
込

　
桑
名
市
消
防
本
部
ま
た
は
、
最
寄

　
り
の
消
防
署（
分
署
）で
申
込
書
を

　
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
０
５
９

　
４
│
２
４
│
５
２
８
１
）
で
同
所
へ
。

　
な
お
、
防
火
管
理
再
講
習
希
望
者

　
は
甲
種
防
火
管
理
新
規（
再
）講
習

　
修
了
証
の
写
し
、
防
災
管
理
再
講

　
習
希
望
者
は
防
災
管
理
新
規（
再
）

　
講
習
修
了
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
書
は
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
期
　
　
間

　
１
月
１０
日（
火
）〜
１
月
２０
日（
金
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
お
探
し
の

方
を
対
象
に
、
就
職
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
２
月
１２
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

　
「
福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア
」

●
会
　
　
場

　
福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア

　

…

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
第
１
・
第
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
（
津
市
一
身
田
上
津
部
田
１２３４
）

●
対
　
　
象

　
福
祉
・
介
護
の
職
場
に
就
職
希
望
、

　
ま
た
は
関
心
の
あ
る
一
般
・
学
生

　

※

託
児
室
あ
り

　
　
（
予
約
制
２
月
７
日（
火
）締
切
）

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
・
防

災
管
理
再
講
習

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア

生活のミニ情報生活のミニ情報

問申・問
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先

東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン

購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合
か

ら
の
お
知
ら
せ

　
地
球
に
や
さ
し
い
お
買
い
物
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
エ
コ

マ
ー
ク
な
ど
が
付
い
た
「
環
境
ラ
ベ

ル
商
品
」、「
地
元
・
旬
の
も
の
」、「
つ

め
か
え
商
品
」
な
ど
の
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
い
商
品
を
購
入
し
て
応
募

す
る
と
、
抽
選
で
総
勢
２
５
５
名
様

に
、
素
敵
な
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　
１
月
１３
日（
金
）〜
２
月
１２
日（
日
）

●
応
募
方
法

　
左
記
２
次
元
コ
ー
ド
、
東
海
三
県

　
一
市
グ
リ
ー
ン
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
Ｈ
Ｐ
も
し
く
は
、
県
内
協
力
店

　
舗
内
に
あ
る
応
募
は
が
き
に
て
応

　
募
で
き
ま
す
。

▼
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。　

　

http://w
w
w
.pref.m

ie.lg.jp/

　

eco/earth/12569014784.htm

　
　
東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン
購
入

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

　
　
（
三
重
県
環
境
生
活
部

　
　
地
球
温
暖
化
対
策
課　
内
）

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
３
６
６

　
新
し
い
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
に
向
け
た
一
環
と
し
て
、
事
業
の

実
施
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
総
合
的
に
評
価
し
た
、
環
境
影
響

評
価
書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
評
価
書
で
は
、

意
見
書
の
提
出
、
住
民
説
明
会
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
縦
覧
の
概
要

　
縦
覧
期
間

　
１
月
１８
日（
水
）〜
３
月
３
日（
金
）

　
縦
覧
場
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
（
木
曽
岬
町
の
場
合
）
住
民
課

•
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

　
た
だ
け
ま
す
。

•
全
て
の
書
類
の
作
成
、
手
続
き
は

　
三
重
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

　
づ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

•
環
境
影
響
評
価
と
は
・・・

　
開
発
事
業
の
実
施
が
、
環
境
に
ど

　
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に

　
つ
い
て
、
事
業
者
自
ら
が
あ
ら
か

　
じ
め
調
査
、
予
測
、
評
価
を
行
い
、

　
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
住
民
等
、

　
知
事
、
市
町
村
長
な
ど
か
ら
意
見

　
を
聴
き
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
環

　
境
の
保
全
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮

　
を
行
な
い
事
業
に
反
映
さ
せ
る
た

　
め
の
制
度
で
す
。

•
環
境
影
響
評
価
書
と
は
・・・

　
環
境
影
響
評
価
の
結
果
や
環
境
保

　
全
措
置
等
を
記
載
し
た
環
境
影
響

　
評
価
準
備
書
に
対
す
る
知
事
意
見
、

　
関
係
市
町
長
意
見
を
勘
案
す
る
と

　
と
も
に
、
住
民
等
の
意
見
に
配
慮

　
し
て
、
準
備
書
記
載
事
項
に
検
討

　
を
加
え
た
も
の
で
す
。

　　
　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
　
建
設
準
備
室

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
１
│
８
８
８
０

問

問

スマホ用携帯用

　2月19日（日）に開催される第10回美し国三重市町

対抗駅伝出場に伴い、12月9日（金）に役場町長室で、

JA三重北の堀田良平常務理事より美し国三重市町対抗

駅伝木曽岬町実行委員長の加藤和巳さんに激励品として

スポーツドリンクと冠茶が贈呈されました。

　加藤委員長からは、「今年は選手全員が楽しんで、自

分の区間を走り切れるようサポートしていきたい。また、

今までの最高順位を越せるよう頑張りたい」と力強く決

意表明をされました。

第10回美し国三重市町対抗駅伝
木曽岬町実行委員会へ
JA三重北よりスポーツドリンクの贈呈が
なされました！

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は保

健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は保

健
師
で
す

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内

教育委員会の取り組みについて教育委員会の取り組みについて
　「子育て　8つの指針」について幼稚園・保育園、小学校、中学校では、子どもたちの様子を「園・学校
だより」で保護者に伝えながら協働して取り組みをすすめています。お便りの一部を紹介いたします。

① 安心感・信頼感　　　　　　　　　② 聞くこと　　　③ あいさつ・礼儀　　④ 我慢する
⑤ 後かたづけ・お手伝い・家事分担　　⑥ 生活リズム　　⑦ 読書　　　　　　　⑧ 家庭学習

子育て　8つの指針

園・学校だより紹介

お当番楽しい～！
　9月から始まったお当番活動。3つのチームに分かれて行っています。最初は白衣の着方、帽子のかぶり方にてこずって
いた子どもたちでしたが今では「自分でやる！」「自分でできた～！」とできたことの喜びを感じながら嬉しそうにしています。
　給食を配るときに「あついからね」「手はおひざにしてね」とお友だちに声をかけながら配る姿があります。毎朝登園
して必ず「今日は何チームがお当番さん？」と子どもたちがたずねます。お当番をすることを楽しみにし、また一つ大きく
なったな・・・と感じています。

【南部幼稚園・保育園　『すまいるだより』9月23日発行より】・・・⑤後かたづけ・お手伝い・家事分担

挨拶・礼儀
　職員室に入ってくるときには、子どもたちは「おじゃまします」「おじゃましました」とあいさつをしてから入ってきま
しょう！ という話をしています。
　先日も担任の先生から頼まれごとをされてガラガラと入ってきたA君。「おじゃまします」の声に始まり、最後は「あり
がとうございました。おじゃましました」と深々と頭を下げて帰っていく姿に感動！！きちんと会話ができたことにも感動
しましたが、すがすがしい挨拶に気持ちのいい一日を過ごすことができました。

【中部幼稚園・保育園　『チャレンジっこだより』10月14日発行より】・・・③あいさつ・礼儀

「きそリズム　チェックシート」活用の取り組みについて
　本校では、本に親しんだり、運動をしたり、規則正しい生活をするなどの習慣を身につけるため、独自に「きそリズム
チェックシート」を作成し、ご家庭でのご協力をいただきながら取り組んできています。

　　　　　　　　　　　　（一部を紹介）
家庭読書　①テレビやゲームなどのスイッチを切る。 ②大人といっしょに本を読む。
　　　　　③読んだ本のことについて話をする。 ④実行する日を家で話し合って決めよう。

【木曽岬小学校　『木曽岬小学校だより』5月9日発行より】・・・⑥生活リズム　⑦読書

きそリズムチェックシート

「聴く」は、「耳＋目と心で」
　「聞く」という漢字は、「門」と「耳」からできています。「門」は出入り口を表します。つまり耳から入ってくる音（物音や
人の話し声など）を「耳」で「聞」きます。だから、よそ見をしていても「聞く」なのです。
　ところが、「聴く」は「耳」の他に「十」「目」「心」からできています。人の話を耳で聞くだけでなく、それに「＋（プラス）」
「目」と「心」を働かせて聴くという意味です。
　話をする人を「目」でしっかりと見て、「どんなことを言うのかな？」「どうしてこんなことを言うのかな？」などとその人
に心を寄せて、時にはうなずいたりしながら聴くのです。「聴く」の聴き方をしていると、話がよくわかります。そして、話
をしている人もうれしくなります。これからは、「耳」だけでなく「目」も「心」も働かせて話を聴きましょう。

【木曽岬中学校　『学校だより』5月6日発行より】・・・②きくこと

（学校集会で生徒に伝えた話より）
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　12月9日（金）南部幼稚園・保育園、中部幼稚園・保育

園にてクリスマス会が行われました。子どもたちは「サ

ンタさんに会える！」「プレゼント楽しみ～」と、ずっ

とこの日を楽しみにしていました。

　先生が、「サンタさんが到着しましたよ～！！」の声を

聞くと、子どもたちは、ワクワク・ドキドキしていて、

なんだか様子もソワソワしている様子でした。園の中で

も一番小さなひよこ組（0・1歳児）の子どもたちは、

近寄って優しく話しかけてくれる初めてのサンタさんに

ちょっぴりびっくりしたようでした。子どもたちはプレ

ゼントをもらうと「何が入ってるのかな～？」と、袋の

中が気になり覗き込んだり、サンタさんに握手を求めに

いったり、「これ本物のヒゲなの？」と触ってみたり、

サンタクロースに興味津々でした。

　各クラスの劇の発表では、いつもと違う会場の雰囲気

に緊張して台詞が言えなくなってしまったり、「お家の

人が見てくれる」と、いつもより大きな声で台詞が言え

たり、様々な子どもの姿が見られました。発表会の後には、

給食試食会も行われ、保護者からは「お友だちと一緒だ

と野菜も平気で食べるんですね。家では、食べてくれな

いです。」「食器もきれいになるように食べられるんです

ね。」と感心の声があがりました。お家の人といただく

給食は、子どもたちも嬉しそうで、笑顔がいっぱいのク

リスマス会になりました。

幼稚園・保育園　クリスマス会開催！！

　12月1日（木）に「木曽岬町いじめ問題対策連絡協

議会」を開催しました。この協議会は「木曽岬町いじめ

防止基本方針」にて定められているもので、平成26年

度より開催しています。

　小学校・中学校におけるいじめを未然に防止するため

の取り組み等について委員で情報共有するとともに連携

機関との強化や啓発活動の促進など大切にしていかなけ

ればならないことについて協議いたしました。

いじめ問題対策連絡協議会を開催
木曽岬町体育協会主催

“普通救命講習会”
参加者募集！！

　木曽岬町体育協会では、下記の日程にて普通救命
講習会（AED操作含む）を開催します。
　当講習会は体育協会関係者以外の
方でも、受講していただけるような
内容になっておりますので、受
講を希望される方の応募をお持
ちしております。

●開催日時／1月22日（日）　午前9時～正午頃
●会　　場／小学校ふれあいホール
●研修内容／心肺蘇生・AED操作方法
●受  講  料／無料

※受講希望者は1月18日（水）までに体育協会事務局
　（☎68－1617）までご連絡ください。

サンタさん
と一緒に
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部
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大会結果報告

　11月3日（木）に桑名市体育館柔道場（三重県）で開催された「第53回桑名
市民体育大会柔道競技・第43回桑名地区柔道大会」において、木曽岬町スポ
ーツ少年団柔道教室所属の松永理瑚さん（雁ヶ地）が小学6年生の部で優勝、
留場琉生さん（小林）が小学2年生の部で第3位という好成績を収められました。
　今後のさらなる活躍を期待しています。

▼“第53回桑名市民体育大会柔道競技・
　　第43回桑名地区柔道大会”大会結果！！

　11月13日（日）、町体育館を会場に体育協会主催の“第48回町内
バレーボール大会”が開催されました。
　今年は、男子の部5チーム、女子の部3チームの参加があり、中学
生から成人の方まで幅広い年齢層の方々に競技していただける大会と
なりました。
　試合結果は以下のとおりです。

▼第48回町内バレーボール大会試合結果

　11月13日（日）に亀山西野公園体育館（三重県）で開催された「みえ
スポーツフェスティバル2016」において、木曽岬ラッキーキッズは
ジュニア部門・オフィシャル部門（小学3～ 6）・ガールズ部門に参加
しました。ジュニアは12チーム中6位、オフィシャルは12チーム中
“優勝”、ガールズは全日本女子総合選手権三重県予選に三重県初の自
チーム単独で挑みましたが、各チームから選抜された強豪チームには
一歩及ばず準優勝となりました。
　今後のさらなる活躍を期待しています。

▼“みえスポーツフェスティバル2016　オフィシャル部門”
　　木曽岬ラッキーキッズ優勝！！

【男子の部】
優　勝：絆Aチーム
準優勝：ハッピーフレンド
第３位：暴れん坊将軍

【女子の部】
優　勝：湾岸さくらクリニック
準優勝：絆Bチーム
第３位：うる星やつら☆

試合結果

　10月16日（日）にこのはなアリーナ（静岡県）で開催された一般財団
法人日本ドッジボール協会主催の「DODGE BALL CHAMPIONSHIP
2016 J.D.B.A全日本選手権」において、各ブロック大会を勝ち抜いた
32チームの代表チームと激戦の中、ブロックを1位で勝ち進んだ
救世主（木曽岬ラッキーキッズOB）が弥富の有志と共に戦い見事“優勝”
しました。
　今後のさらなる活躍を期待しています。

▼“ＤＯＤＧＥ ＢＡＬＬ ＣＨＡＭＰＩＯＮＳＨＩＰ２０１６J.D.B.A全日本選手権”
　　救世主（木曽岬ラッキーキッズOB）優勝！！

嵯峨　義也（キャプテン・第8期生・日本代表選手）
西野　雄大（第7期生）　坪内　祐斗（第11期生）　伊藤　孝晃（第12期生）
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北部公民館 図書室だより北部公民館 図書室だより新 刊

児童向け●下北沢について
吉本 ばなな

●九十歳。何がめでたい
佐藤 愛子

●男のお洒落メンテナンス大全集
世界文化社

●恋のゴンドラ
東野 圭吾

●あおなり道場始末
葉室麟

●虚実妖怪百物語　序・破・急
京極 夏彦

●翻訳できない世界のことば
サンダース・エラ・フランシス

●大阪城　絵で見る日本の城づくり
青山 邦彦

●すみっコぐらし　ここがおちつくんです
よこみぞ ゆり

●寿命図鑑
やまぐち かおり

●ゆきふふふ
きうち たつろう

●わたしはねこ
松田 奈那子

教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

  8日（日）　午前9時～午後4時

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやバドミントン、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

22日（日）　午後1時～ 4時

●三重の給食の献立

　24日（火）は、他市の給食の献立が提供されます。

　1月24日（火）　ごはん、津ぎょうざ、伊勢ひじき煮、かき玉汁

●日本で最初の学校給食

　日本で最初の給食は明治22年（1889年）、山形県で始まりました。25日は、その最初の献立が再現されます。

　1月25日（水）　ごはん、菜の漬物、塩鮭、みそ汁、ぶどうゼリー

　※当時は、ごはんではなく「おにぎり」、みそ汁・ぶどうゼリーはありませんでした。

幼稚園・保育園、小学校、中学校の給食の献立について

わたしの
オススメする
この一冊

わたしの
オススメする
この一冊

オススメの本

『手ぶくろを買いに』
作：新美南吉　絵：黒井健（偕成社）　絵：いもとようこ（金の星社）他

木曽岬南部・中部幼稚園保育園　園長　柴田　明美
　このお話は、きつねの親子が住む森に冬がやってきて、初めて雪をみた子ぎつねが「お母ちゃ
ん、お手々がチンチンする」と母ぎつねに手を差し出し、その手を見た母ぎつねが子どもに手ぶく
ろを買ってあげようと考えるお話です。母ぎつねは、以前に人間にひどいことをされたことを思い
出し、足がすくんでしまい、子ぎつねが一人で町まで行くことになります。母ぎつねは、子ぎつね
の片方の手を人間の手に変え、「この手にちょうどいい手ぶくろをちょうだい」と言うように言い
聞かせますが、子ぎつねは、反対の手を・・・
　私がこの物語に初めて出会ったのは、小学校の教科書だったような記憶があります。
　この物語の魅力は所々に親子の温かい絆が感じられるところです。例えば、冷たくなった子ぎ
つねの手に母ぎつねがはーっと息を吹きかけ、手を包んであげるところは母の温かさが感じられ
ます。母ぎつねは、子ぎつねを危険にさらさないべきかどうか目の前の子どもを見つめる母親か
らは子を思う母親の愛情を感じます。他には、きつねと知りながらも丁寧に対応する帽子屋さん
の気持ちなど、それぞれの心情が伝わってくる絵本です。
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

1月10日は「110番の日」
事件事故　緊急通報　110番
～ ご存じですか？　警察相談　＃9110 ～

110番は、緊急通報専用の電話です
　110番は、事件・事故などの緊急通報専用の電話です。
　110番は、三重県内のどこからかけても津市の警察本部にある110番センターにつながります。
　県境付近で携帯電話から「110番」をかけた場合は、隣接県につながることがありますが、今いる場所と
内容を告げていただければ三重県警察に転送されます。
　みなさんの早い通報が、事件などの早期解決につながります。
　緊急の事件事故以外の相談等は、最寄りの警察署や、

をご利用ください。

警察安全相談電話　「＃9110」もしくは「059-224-9110」
（平日の午前9時～午後5時まで）

町内11月の交通事故
（　　）…平成28年累計

●件　　数／12件（158件）
●死  者  数／0人（1人）
●負傷者数／2人（19人）

からのご案内
今月は、「子育てサロン」をはじめとした
子育て支援事業のご案内をします。
今月は、「子育てサロン」をはじめとした
子育て支援事業のご案内をします。

　福祉センター内で行っている子育てサロン（月曜日の午前・午後、
火～金曜日の午前中）は、子育て家庭の皆さんが、安心して楽しく
子育てができるように、①子育て親子の交流の場の提供　②子育て
等に関する相談や援助　③地域の子育て関連情報の提供などを行な
っています。また、サロンでは、お子様が安全に楽しく過ごせるよう
環境を整え、誕生会、ハッピーデー、計測日、季節に応じた行事を設
け行い、多くの親子さんに楽しく参加していただいています。　
　1歳からは、南部幼稚園・保育園で開かれているトマッピーキッズ
サークル（要申込み）に参加していただけます。トマッピーキッズサ
ークルでは、園庭や砂場でのびのび遊んだり、絵本や紙芝居、歌遊
びや手遊びを行なっています。また、幼稚園・保育園で行われる、夕
涼み会､運動会などの行事にも参加しています。
　未就園の方には、音楽療法、すくすくひろばにも、参加いただけま
す。
　子育て中の親が、気軽に相談し、支援が受けられる機関として、
南部・中部幼稚園・保育園、こども相談センター（保健センター内）
があります。核家族化の進行、地域社会とのつながりの希薄化によ
り、育児についての実際の知識や方法が学びにくくなっています。
また、一方では、様々な媒体を通した育児情報の氾濫、子育てのマ
ニュアル化により育児についての不安や悩みが生じやすい現状にな
っていると思われます。そのような皆さんの大変さを分かち合い、
少しでも楽になっていただく為に気軽にご利用ください。

貴方の子育て応援団として、
活動しています。

気軽に、ご利用・ご相談してください！！
◆こども相談センター　☎68－6119
◆南部幼稚園保育園　　☎68－8891
◆中部幼稚園保育園　　☎68－5718

サロン「絵本読み聞かせ講座」

子育てサロン
●利用できる日／月曜日の午前・午後
　　　　　　　　火曜日～金曜日の午前

1月3日㈫、13日㈮、16日㈪午後
土・日曜日および祝日

1月の子育てサロンのお休み
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

木曽岬町に暮らす【0～17歳】の“理想の姿”と“町の良いところ”“町の改善したいところ”
理想の姿 町の良いところ 町の改善したいところ

楽しいことをい
っぱい思い出す

心身ともに健
康で元気 先生たちが全学年の

子どもを知っている

食べることを
楽しめる

人にやさし
くできる

子どもたち
が素直

中学の部活
が少ない

子どもが少
ない

表情がイキイ
キとしてハツ
ラツとした性
格

静かな環境
で子どもた
ちの声が響
いている

お便りでイ
ベントなど
のお知らせ
がくるので
助かる（知
らなかった
り忘れたり

イベントに
子どもが集
まる

外国人の英
語の先生が
きてくれる

小学校で個
別支援が進
んでいる

外でのびの
びと遊べる
場所を作る

安心して遊
べるところ
がほしい

地元でとれ
た米や野菜
がおいしい

友だちを大
切にする心
がある

公園がある

一学年の人数が少なく、保育園の
ときからの付き合いなので、男女
わけへだてなくとても仲がよい

子どもたちが学
年関係なく仲良
くしている遊びやスポー

ツで体を動か
し、強い体を
作る

パパ・ママの
お手伝いをす
る

人のために働
くことをよい
と思える

たくさんの
友だちを作
る

食べ物の好き
嫌いなく（少
なく）おいし
いと思って食
べる

遊び合って、
皆と遊ぶ
スポーツしな
がら話し、お
しゃべりする

生活リズムを
整えて自分で
健康を管理す
る

誰にでも
あいさつ
ができる

街の灯が
たくさん
ほしい

自分の気
持ちを伝
えられる

車の通りが
少なく外で
安心して遊
べる

小学生がも
っと元気に
あいさつし
てほしい

子どもたち
が外でゲー
ムをしてい
る

公園に持ち寄っ
たおもちゃを持
ち帰る

大型なコミュニ
ティが欲しい
（人が集まる、楽
しい場所）

空いている畑で
小学校の子ども
とシルバーさん
で、野菜や米を
作るとよいと思
う

大きい（15
歳、17歳）
の子どもた
ちが幼い子
どもたちに
声をかける

子育て支援やサロン
などで他の子どもた
ちと交流できる（さ
まざまなサービス）

声をかけて返事「おは
よう」「こんにちは」が
返ってくる

むかしむかしの
遊びを子どもた
ちに広めている

他の親や地域の
人が子どもを見
守っている

子どもたち
が安心して
遊べる所が
少ない
（公園）

子どもたちにとっての町の
良いところがたくさんあが
っており、理想の姿の実現
に向けて、これらを活かし
ていきたいです。

木曽岬町に暮らす【40～59歳】の“理想の姿”と“町の良いところ”“町の改善したいところ”
理想の姿 町の良いところ 町の改善したいところ

新鮮な野菜が
手に入る

子育て真っ盛
りで健康に気
をつけたい

趣味を生かす
ためには、町
で色々とサー
クルが有るの
で利用できる

皆さん、街の
人（となりの
人すら知らな
いような）と
違い、親切で
ある

忙しい中にも
地域のことに
参加できる病んでも子ども

に負担をかけた
くない

今から、続けられ
る趣味を見つけら
れる

同じ趣味の
仲間と

気軽に参加で
きる体操教室
がある

すぐ借りられる
図書館がある

道路の草刈りを
こまめに

町の運動で
きる情報が
ほしい

名古屋への通学
・通勤圏で便利

続けられるス
ポーツがある

未来のための
目標を決める

安定した仕事が
あること

色んな年代の方
と楽しむ

家庭の中がう
まくいくよう、
心配している

友人を作り、
旅行に行き、
楽しみたい

町のイベントに
参加してもらい
たい

友だちと楽しく、
趣味に誘われ、
楽しく過ごして
いる

買い物に行くに
も近くにスーパ
ーがあるので助
かる

近所の子ども
たちが少ない
こともあるけ
ど、目が届く

この年代は、仕事や子育てだけでなく、
次の年代をみすえた姿（目標を持つ、
趣味を持つ、続けられるスポーツ）が
描かれていますね！

救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～正午
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※年末年始および祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

土・日・祝日を除く午前8:30～午後5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は
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　固い名前に見えますが、中身は木曽岬町で健康に過ごすためにどんなことをしていこうかを示す
道しるべです。
　今年度作り上げるために、町内の皆さま方の一部や小学校4・5・6年生もアンケートの回答にご協力
いただきました。現在、町内の様々な統計や健康情報を整理しています。
　そして、同時にどなたでも参加できるワークショップを開催中。第1回では年代別 「理想の姿」 「町
のよいところ」 「町の改善したいところ」 「取り組み等の名前」 をみんなで出し合い、たくさんの意見
がでました。全3回を通して、計画の中にまとめたご意見を取り入れていきます。参加された方には、
町の現状や他の方の意見を聞いて、新しい気づきができ、楽しく参加いただいています。
　第3回（最終回）は1月16日（月）午後1時30分～保健センターで行います。最終回だけの参加も
可能です。ぜひ、ご参加ください。

「健康増進計画・食育推進計画」

●男性は80歳、女性は90歳までは
　介護なく健康なようだ。

●がんや心臓の病気など生活習慣病
　で亡くなる人が多いようだ。

●40～ 74歳のメタボ該当者の比率
　は県内1位…。

●比較的元気な高齢者の多いまちの
　ようだ。

●運動習慣者は20～ 59歳で3割、
　60歳以上で5割

●運動の継続・開始には身近な施設
　や場所、仲間があったらなあ。

アンケート集計 健康情報より

など、ほかにも色々わかってきました。
ここから、どんなことができるでしょうか？
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税 インフォメーションインフォメーション

●問合せ先／役場　税務課（償却資産係）　☎68－6102

償却資産をお持ちの方は申告が必要です。
申告は1月31日まで

　会社や個人で工場や商店などを経営しておられる方が、土地や家屋以外でその事業の
ために用いる機械、器具、備品などを償却資産といいます。
　償却資産は、地方税法第383条の規定により、毎年１月１日現在の資産状況を資産所
在地の市町村長に申告しなければなりません。償却資産は、固定資産税の課税対象と
なります。

●構築物
　（煙突、鉄塔、広告塔、路面舗装、外構工
　事など）
●機械および装置
　（旋盤、ポンプなど）
●船　舶
●航空機
●車両および運搬具
　（貨車、大型特殊自動車など）
●工具、器具、備品
　（パソコン、測量工具、机・イス、ロッカ
　ーなど）
（例）
小売店　（陳列ケース、冷蔵庫、冷凍ストッカーなど）
飲食店　（厨房設備、レジスター、冷蔵庫、カラオケセット
　　　　など）
医　院　（ベッド、手術台、Ｘ線装置、調剤機器など）

課税の対象となるもの

（◎の場合であっても、個別の資産ごとの耐用年数に
より通常の減価償却を行っているものは課税の対象と
なります。）

課税の対象とならないもの

【提出期限】　1月31日（火）
　　　　　　（注）事業は行っているが申告する資産が全く無い場合は、申告書の備考欄に「該当資
　　　　　　　　産なし」と記入し提出してください。
【申告にあたっての注意点】
○申告者の利便性の向上をはかるため、平成22年より地方税ポータルシステム（eLTAX：エル
　タックス）を利用した受付を開始しています。これにより申告手続きが郵送や窓口に出向く
　ことなく、自宅やオフィス、税理士事務所などのパソコンからインターネットを利用して行う
　ことができます。詳しくは下記エルタックスホームページにてご確認ください。
　アドレス　http://www.eltax.jp/
○償却資産の申告書については、毎年12月下旬頃に発送しておりますが、お手元に届かなかっ
　た方や、新しく事業を始められた方はお知らせください。

●自動車税および軽自動車税の対象となる
　もの
●耐用年数1年未満の資産
◎取得価格が10万円未満の資産で法人税
　法などの規定により一時に損金算入され
　たもの
　(いわゆる少額償却資産)
◎取得価格が20万円未満の資産で法人税
　法などの規定により３年以内に一括して
　均等償却するもの
　(いわゆる一括償却資産)
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  5日・  9日・12日・16日・19日
23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  6日・10日・13日・17日・20日
24日・27日・31日

毎月第１・第３水曜日
4日・18日

毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 22日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106
産 業 課
建 設 課

68-6105

夜間・休日電話 68-8111
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

月カレンダー1
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

1月の納付
●住民税（1/31納期限） ………………… 第４期分
●国民健康保険料（1/31納期限） ……… 第７期分
●後期高齢者医療保険料（1/31納期限）  第７期分
●介護保険料（1/31納期限） …………… 第５期分
●水道料金・下水道使用料（1/31納期限） … Ｂ地区
●幼稚園授業料（1/27納期限） …………… １月分
●保育園保育料（1/27納期限） …………… １月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

10㊋•幼稚園・小学校・中学校　3学期始業式

12㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～11時30分

•幼稚園保育園入園説明会3 ㊎

20㊎•チャイルドケア講座・交流会•育児相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時30分～12時
午後1時30分～3時

5 日•木曽岬一周輪中駅伝大会 町内全域

26㊍•カウンセリング 保健センター 要予約☎68-6119

22日•日曜役場 役場　住民課・税務課 収納・証明業務午前8時30分～午後5時

8 日•消防出初式 木曽岬小学校校庭 午前10時～

7 ㊋•もぐもぐ教室 保健センター 午前10時～11時30分頃

9 ㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～11時30分

16㊊•音楽療法 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～11時30分

7 土•成人式 ふるさと創生ホール 午後1時～

25㊌•人権・行政・心配ごと相談 福祉・教育センター 午前9時～11時30分

19㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室

福祉・教育センター

保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～2時30分

2 ㊍
•大人のカウンセリング
•集団フッ素塗布
•1歳半健診・3歳児健診

保健センター
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119午前11時～12時
午後1時30分～2時30分
午後1時15分～2時30分

2月カレンダー
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